
大
たい

漁
りょう

だ、大
たい

漁
りょう

だ！

　各
かく

フランネルグラフのピースに色
いろ

をぬった後
あと

、 表
おもて

側
がわ

に透
とう

明
めい

な接
せっ

着
ちゃく

シートを貼
は

る。各
かく

ピースを切
き

り抜
ぬ

く。各
かく

ピースが
フランネルボードにつくように、裏

うら
側
がわ

にはサンドペーパーかフェルトを小
ちい

さく切
き

ったものを貼
は

りつける。このフランネル
グラフを使

つか
って、弟

で
子

し
たちがものすごくたくさんの 魚

さかな
を取るのをイエス様

さま
が助

たす
けてあげたお 話

はなし
をしてみよう。ルカによる

福
ふく

音
いん

書
しょ

5:4-7から読
よ

んでもいいし、このミニ聖
せい

書
しょ

物
もの

語
がたり

をそのまま読
よ

んでもいいよ。

　このページをコピーして、自
じ

分
ぶん

のオリジナル・リーダーを作
つく

ったり、ポスターやモービルにすることもできるよ。

ミニ聖
せい

書
しょ

物
もの

語
がたり

フランネルグラフルカによる福
ふく

音
いん

書
しょ

 5:4-7より。
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陸
りく

の場
ば

面
めん

と海
うみ

の場
ば

面
めん

の作
つく

り方
かた

：
フランネルグラフのお話

はなし

をしながら、各
かく

場
ば

面
めん

のピース２枚
まい

を横
よこ

にくっつけて並
なら

べる。

船
ふね

の作
つく

り方
かた

：

１．帆
ほ

とマストを貼
は

りつける。

その後
あと

、糸
いと

でロープを作
つく

る

（上
うえ

の完
かん

成
せい

図
ず

を見
み

てね）。

２．船
せん

体
たい

の両
りょう

側
がわ

と下
した

側
がわ

の

ふちの裏
うら

側
がわ

にのりを付
つ

け、

もう１
ひと

つのパーツに

貼
は

りつける。

お話
はなし

の中
なか

で

船
ふね

に乗
の

る人
じん

物
ぶつ

を

差
さ

し込
こ

める

ように、上
うえ

の

部
ぶ

分
ぶん

にはのりを

付
つ

けないようにね。
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　イエス様
さま

が ガリラヤ湖
こ

の そばを 歩
ある

いていると、浜
はま

辺
べ

で 
漁

りょう
師

し
たちが 魚

さかな
を 取

と
るための あみを 洗

あら
っていました。

　「船
ふね

を 沖
おき

へ こぎ出
だ

してごらん。」と イエス様
さま

が 言
い

われました。
「そして、あみを 降

お
ろしてみなさい。」

　すると、漁
りょう

師
し

の １
ひとり

人である シモンが つかれた 目
め

で イエス様
さま

を 
見

み
ながら 言

い
いました。「先

せん
生
せい

、わたしたちは 一
ひと

晩
ばん

中
じゅう

 漁
りょう

を しました。」

　「ですが、魚
さかな

は 全
まった

く 取
と

れませんでした！　たったの １
いっ

匹
ぴき

もですよ！」

　けれども 漁
りょう

師
し

たちは、イエス様
さま

が そう 言
い

われたので、とにかく 
船
ふね

を 出
だ

すことに しました。再
ふたた

び 漁
りょう

に 出
で

たのです。沖
おき

に 出
で

ると、
漁

りょう
師

し
たちは 再

ふたた
び あみを 降

お
ろしました。

　すると、奇
き

跡
せき

が 起
お

こりました。たくさんの 魚
さかな

が あみに かかったの
です。あまりにも 多

おお
くて、あみが やぶれそうに なりました。

　 漁
りょう

師
し

たちは、ほかの 船
ふね

に いる 友
とも

だちを 呼
よ

びました。「手
て

伝
つだ

って
ください！」　すぐに、両

りょう
方
ほう

の 船
ふね

が 魚
さかな

で いっぱいに なりました！

　 漁
りょう

師
し

たちは、市
いち

場
ば

で 売
う

るための 魚
さかな

を たくさん のせて、岸
きし

に 
もどりました。イエス様

さま
は、何

なん
と すばらしい ことを して

くださったことでしょう！

大
たい

漁
りょう

だ、大
たい

漁
りょう

だ！
ルカによる福

ふく
音
いん

書
しょ

 5:4-7より。
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